
　白山市では、子どもも大人もすべての人たちがしあわせに暮らせるまちをめざして、「白山市子どもの

権利に関する条例」という市の決まりをつくりました。この条例は、世界でみとめられている「子どもの

権利条約」をもとにつくられた、子どもの権利をまもるための「やくそく」です。

　市では、この「やくそく」を守りながら、子どもどうしや子どもと大人が協力しあえるようなまちづくり

を行っていきます。

権利は、「あたりまえのこと」という意味です。

だから、「子どもにとってあたりまえのこと」が、

「子どもの権利」です。

白山市では、「子どもの権利」を4つに分けました。

すべての子どもが、

一人の大切な人として育ってほしい。
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白山市では小中学生が集まって「子ども会議」をひらき、身近なことで困っ

ていることなどを一緒に考え、市や大人に話して

います。こんなのも「参加」のひとつだね。

学校の学校の行き帰りの道に、近所
ちいき

あいじょう

かていた

のおじさんやおばさんが

立っているることがあるよね。家庭でも地域でも、大人は

子どものことを愛情いっぱいに考えてくれるんだ。

市や大人は、子どもにとって一番よいことを考えていきます。

条例では、生まれてから１８歳になるまでを「子ども」としています。

どんな時にも“その子にとって一番よいこと”を大切にし、きみたちが自分らしく

いきいきと成長するために、大人は力を合わせて助けていくことを決めました。

子どもは、まわりの人の権利を守りながら、自分の権利も守られます。

自分も他の人もお互いに大切にすることが、元気に成長していくことにつながり、

しあわせなまちづくりにつながっていきます。
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世界の約束　子どもの権利条約
けんりじょうやくせかい こやくそく

「子どもの権利条約(児童の権利に関する条約)」は、世界の子どもたちだれもがしあ

わせになれるように、子どもにはどんな権利があるか、そして国や大人が何をしなけ

ればいけないかを、世界中の多くの国が集まって決めた約束です。

日本も1994年にこの条約を守ることを決めました。
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いじめや暴力にあっても、がまんし続ける必要なんかないよね。

安全なところへ逃げたり、だれかに相談したりすればいいんだ。
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授業に集中したいのにペチャクチャおしゃべりされると勉強できないよね。

そんなときはクラスみんなでどうすればいいか話しあおう。
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白山市子どもの権利に関する条例の考えを

もっと多くの子どもたちにわかってもらうた

め、「白山市子ども憲章」を制定しました。

この憲章は、子ども会議に参加した子ども

たちが中心になって、大人と一緒に作りま

した。
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大人には、子どもの権利を守っていく責任があります。とくに、子どもと暮らす親には、大きな

責任があります。そして、子どもも、お互いに自分たちの権利を大切にしなければなりません。

子どもの権利が守られているかをチェックするために、

白山市には「子どもの権利委員会」があります。また、

子どものことならどんなことでも相談できる「子ども相

談室」があります。
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学

◇秘密は守ります。費用は無料です。

◇電話、メール、面接、家庭訪問の

　いずれの方法でも相談に応じます。

◇希望に応じて専門機関と連携して

　対応します。

校のこと、友だちのこと、家のこと、　

どんなことでも気軽に相談してください。

電話 （076）２７６－１７９２

　　 月曜～金曜　8時30分～17時15分

　　 木曜のみ　　8時30分～18時30分

メール kodomo-soudan@city.hakusan.lg.jp
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白山市子どもの権利啓発

動画を公開しています




